
廃
止
す
る
事
業
所
の
名
称

廃
止
す
る
事
業
所
の
所
在
地

株
式
会
社
中
部
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
食
品
衛
生
研
究
所

静
岡
県
島
田
市
島
六
百
六
十
二
番
地
の
三

１

食
品
衛
生
法
第
四
条
第
九
項
の
登
録
検
査
機
関
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

登
録
検
査
機
関
の
名
称

変
更
後
の
事
務
所
の
所
在
地

変
更
前
の
事
務
所
の
所
在
地

変
更
の
日

財
団
法
人

城
県
薬
剤

師
会
公
衆
衛
生
検
査
セ

ン
タ
ー

城
県
水
戸
市
笠
原
町
九
百

七
十
八
番
四
十
七

城
県
水
戸
市
緑
町
三
丁
目

五
番
三
十
五
号

平
成
二
十
三
年
八
月

二
十
二
日

一
般
社
団
法
人
徳
島
県

薬
剤
師
会

徳
島
県
徳
島
市
中
洲
町
一
丁

目
五
十
八
番
地
一

徳
島
県
徳
島
市
中
洲
町
一
丁

目
五
十
八
番
地

平
成
二
十
四
年
四
月

一
日

株
式
会
社
島
津
テ
ク
ノ

リ
サ
ー
チ

京
都
府
京
都
市
中
京
区
西
ノ

京
下
合
町
一
番
地

京
都
府
京
都
市
中
京
区
西
ノ

京
三
条
坊
町
二
番
地
の
十
三

平
成
二
十
四
年
五
月

八
日

２

食
品
衛
生
法
第
四
条
第
九
項
の
登
録
検
査
機
関
が
製
品
検
査
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更

製
品
検
査
を
行
う
事
業

所
の
名
称

変
更
後
の
事
業
所
の
所
在
地

変
更
前
の
事
業
所
の
所
在
地

変
更
の
日

財
団
法
人

城
県
薬
剤

師
会
公
衆
衛
生
検
査
セ

ン
タ
ー

城
県
水
戸
市
笠
原
町
九
百

七
十
八
番
四
十
七

城
県
水
戸
市
緑
町
三
丁
目

五
番
三
十
五
号

平
成
二
十
三
年
八
月

二
十
二
日

一
般
社
団
法
人
徳
島
県

薬
剤
師
会
検
査
セ
ン

タ
ー

徳
島
県
徳
島
市
中
洲
町
一
丁

目
五
十
八
番
地
一

徳
島
県
徳
島
市
中
洲
町
一
丁

目
五
十
八
番
地

平
成
二
十
四
年
四
月

一
日

平成™œ年›月 日 火曜日 第�—™™号官 報
住
所
千
葉
市
緑
区
お
ゆ
み
野
中
央
６
丁
目
2
5番
地
１

李
実
香
昭
和
4
7年
６
月
３
日
生

住
所
千
葉
市
美
浜
区
稲
毛
海
岸
３
丁
目
３
番

2
0
`

5
0
1

号グ
イ
・
カ
イ
・
エ
ン
昭
和
2
7年

1
2月

1
5日
生

住
所
千
葉
県
習
志
野
市
秋
津
３
丁
目
６
番
１
`
4
0
1号

李
X
石
昭
和
4
5年
９
月
2
5日
生

河
智
子
昭
和
4
7年
３
月
９
日
生

李
萌
Ì
平
成
1
9年
５
月
1
8日
生

李
柚
樹
平
成
1
9年
５
月
1
8日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
中
央
町
８
番
2
2
`
5
0
3号

李
義
杞
昭
和
5
5年
９
月
2
0日
生

住
所
広
島
市
安
佐
北
区
口
田
南
３
丁
目
1
6番

1
6号

史
淑
ù
昭
和
4
7年
２
月
1
4日
生

住
所
奈
良
県
桜
井
市
大
字
戒
重
2
6番
地
３

金
正
人
昭
和
2
0年
５
月
2
9日
生

住
所
奈
良
県
大
和
郡
山
市
小
泉
町
3
1
9
1番
地
１

ã
将
規
昭
和
5
7年
２
月
３
日
生

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
八
号

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
四
条
第
九

項
に
規
定
す
る
登
録
検
査
機
関
で
あ
る
株
式
会
社
中
部
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日

を
も
っ
て
次
の
事
業
所
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
四
十
五
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す

る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
九
号

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法

第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
登
録
検
査
機
関
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
当
該
登
録
検
査
機
関
が
製
品
検
査
を
行

う
事
業
所
の
所
在
地
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
四
十
五
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
岡
崎
市
木
下
町
字
横
根
九
の
一
、九
の
二（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
丹
坂
町
字
東
田
一
九
、

二
〇
、
二
八
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
東
河

原
町
字
ソ
シ
ソ
ウ
レ
六
か
ら
八
ま
で
、
雨
山
町
字
桜
田

二
〇
・
二
〇
の
一
・
石
原
町
字
黒
石
一
七
の
一
・
一
七

の
七
・
字
高
埜
一
三
の
二
・
二
二
・
二
七
（
以
上
七
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
三
か
ら

二
六
ま
で
、
字
西
田
原
坂
九
八
、
一
一
七
か
ら
一
一
九

ま
で
、
毛
呂
町
字
仁
居
家
三
〇
か
ら
三
六
ま
で
、
三
七

の
一
、
三
八
か
ら
四
〇
ま
で
、
保
久
町
字
神
水
三
五
、

三
七
、
三
七
の
一
、
三
八
、
西
尾
市
駒
場
町
東
山
三
〇

の
三
五
・
三
〇
の
五
四
・
三
〇
の
五
五
・
三
〇
の
七
二

（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

東
幡
豆
町
入
会
山
一
の
二
三
四
・
一
の
二
三
五
（
以
上

二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

横
根
九
の
一
・
九
の
二
・
字
東
田
二
八
・
入

会
山
一
の
二
三
四
・
一
の
二
三
五
（
以
上
五
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、

そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
岡
崎
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一
^

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

愛
知
県
新
城
市
上
吉
田
字
柳
立
一
の
一
、
一
の

四
、
黄
柳
野
字
新
谷
三
六
九
の
一
、
三
六
九
の
二
、

字
前
田
二
四
一
、
下
吉
田
字
黒
渕
一
の
二
一
、
一
の

五
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
七
滝
一

の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
字
山
中
二

一
四
の
一
、
二
一
四
の
二
、
字
城
山
一
の
一
六
、
一

の
一
九
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
の
二

三
、
一
の
二
四

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
西
尾
市
貝
吹
町
万
灯
山
一
の
二
一
・
一
の
二

二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
知
県
庁
及
び
西
尾
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

š


		2013-04-08T14:48:12+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




